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核
兵
器
の
廃
絶
、
共
謀
罪
法
廃
止
、
子
供
た
ち
に
平
和
な
日
本
を 

２
０
１
７
年
国
民
平
和
大
行
進 

北
九
州
市
内
を
行
進
！ 
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雨
あ
が
り 

 

い
つ
も
私
は
晴
れ
女
と
言
っ
て
い

る
が
雨
だ
、
朝
四
時
過
ぎ
雨
の
音
で

目
が
覚
め
る
。
半
端
な
雨
で
は
な
い
。 

今
日
の
行
進
は
ど
う
な
る
、
そ
れ

で
も
す
る
の
か
。
出
発
式
の
途
中
す

ご
い
雨
が
降
っ
た
が
や
は
り
晴
れ
女

な
の
か
、
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
困
る

ほ
ど
の
雨
に
は
な
ら
ず
、
通
し
行
進

者
四
名
を
先
頭
に
六
十
人
ほ
ど
の
デ

モ
隊
と
な
っ
た
。 

毎
年
の
こ
と
だ
が
デ
モ
隊
リ
ー
ダ

ー
が
い
な
い
。
信
号
待
ち
で
デ
モ
隊

が
分
か
れ
れ
ば
「
先
頭
！
止
ま
っ
て
」

と
言
い
、
歩
行
者
が
来
れ
ば
「
右
に

寄
っ
て
！
左
に
寄
っ
て
！
」
と
叫
ぶ
。 

ニ
ュ
ー
ス
カ
ー
が
「
一
歩
で
も
２

歩
で
も
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
か
け
る
が
雨
の
中
人
通
り
は
少

な
く
手
を
振
っ
て
く
れ
る
人
も
い
な

い
。 十

一
時
ご
ろ
戸
畑
と
の
引
継
ぎ
場

所
に
着
く
。
戸
畑
に
着
く
こ
ろ
に
は

雨
が
上
が
り
薄
日
も
差
す
、
デ
モ
隊

リ
ー
ダ
ー
返
上
。
戸
畑
は
沿
道
か
ら

の
声
援
が
結
構
あ
る
、
天
神
の
商
店

街
は
毎
年
笑
顔
で
手
を
振
っ
て
く
れ

た
り
お
辞
儀
を
し
て
く
れ
る
。 

合
唱
団
に
迎
え
ら
れ
十
二
時
ご
ろ

戸
畑
区
役
所
に
着
い
た
。
雨
の
中
の

デ
モ
が
い
い
の
か
炎
天
下
が
い
い
の

か
迷
う
が
今
年
は
歩
き
や
す
か
っ

た
。
二
時
間
頑
張
っ
て
歩
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

（
弘
） 

２
０
１
７
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
会
議
が
国
連
で
開
催
さ
れ
、
国
連
加
盟
国

の
内
１
２
２
か
国
が
賛
成
し
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
草
の
根
の
運
動
と
被
爆
者
の
願
い
が
届
い
た
瞬
間
で
す
が
日
本
政
府
は

欠
席
し
、
失
望
と
怒
り
が
国
民
の
中
に
広
が
っ
て
い
る
歴
史
的
情
勢
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
和
行
進
は
８
月

に
広
島
と
長
崎
で
開
催
さ
れ
る
原
水
爆
禁
止
２
０
１
７
年
世
界
大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
被
爆
国
日
本
と
国
連
を
つ

な
ぎ
、
す
べ
て
の
自
治
体
で
核
兵
器
全
面
禁
止
を
求
め
る
幅
広
い
国
民
共
同
行
動
を
呼
び
か
け
る
行
進
で
す
。 

日
本
国
憲
法
施
行
７
０
周
年
の
年
に
、
憲
法
を
守
り
平
和
と
民
主
主
義
、
非
核
日
本
へ
の
展
望
を
ひ
ら
く
た
め
に
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
が
、
一
歩
で
も
二
歩
で
も
参
加
で
き
る
平
和
行
進
は
全
国
各
地
の
平
和
を
愛
し
、
核
兵
器
の
廃

絶
を
願
う
労
働
者
や
市
民
の
参
加
で
タ
ス
キ
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
千
羽
鶴
な
ど
が
リ
レ
ー
さ
れ
、
つ
な
が
れ
て
い
ま
す
。 
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２
０
１
７
年
国
民
平
和
大
行
進
は
、

広
島
か
ら
長
崎
に
向
け
て
タ
ス
キ
を

つ
な
ぐ
コ
ー
ス
で
す
。
北
九
州
市
に

は
、
７
月
１
６
日
に
下
関
唐
戸
で
引
き

継
が
れ
、
１
７
日
門
司
区
鎮
西
橋
公
園

を
出
発
、
２
０
日
１
２
時
に
折
尾
公
園

ま
で
、
ニ
ュ
ー
ス
カ
ー
を
先
頭
に
北
九

州
市
内
を
行
進
し
ま
し
た
。
広
島
か
ら

長
崎
ま
で
の
通
し
行
進
者
は
、
中
央
実

行
委
員
会
か
ら
の
女
性
２
人
と
韓
国

か
ら
の
参
加
者
な
ど
を
含
め
４
人
が

行
進
の
先
頭
で
横
断
幕
を
持
ち
、
沿
道

の
市
民
か
ら
の
激
励
や
車
か
ら
の
声

援
に
手
を
振
っ
て
応
え
な
が
ら
歩
き

ま
し
た
。 

 

１
７
日
は
、
門
司
港
鎮
西
橋
公
園
か

ら
小
倉
北
区
勝
山
公
園
内
に
あ
る
長

崎
の
鐘
前
ま
で
行
進
、
１
８
日
は
長
崎

の
鐘
前
を
出
発
し
戸
畑
区
牧
山
ま
で
、

１
９
日
は
牧
山
か
ら
黒
崎
ま
で
、
２
０

日
は
黒
崎
か
ら
折
尾
公
園
ま
で
行
進

し
ま
し
た
。 

途
中
、
門
司
駅
で
の
集
会
に
は
門
司

区
長
、
長
崎
の
鐘
前
の
集
会
で
は
小
倉

南
北
の
区
長
、
八
幡
東
区
レ
イ
ン
ボ
ウ

プ
ラ
ザ
前
で
の
集
会
で
は
東
区
長
か

ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
行
進
参

加
者
は
大
き
な
激
励
を
も
ら
い
ま
し

た
。 

通し行進者を先頭に元気一杯 
門司港をスタート 

門司区役所前を行進  関門橋が見えます 

猛暑の中、一人の落後者もなく、勝山
公園長崎の鐘祈念碑に到着 



                              

                              

                             

                             

                             

北部九州を襲った集中豪雨は、すでに報道されている通り、７月５日以降、亡くなられた方が３５名・行方

不明の方が６名、避難者は約１４００人という大変大規模な災害となり、大きな被害がでています。福岡県知

事、大分県知事は激甚災害指定を申請しており政府の本格的な災害救援、復興支援が求められています。 

福岡県労連関係では、福建労からよせられた被害状況では、組合員死亡１名、自宅の倒壊・流失２件、床上

浸水３件、床下浸水６件、作業場被害７件という被害の状況で、福建労として対策本部を設置し救援活動を開

始しています。 

被災地では、多くの市民団体や労働組合から連日１０００人を超えるボランティアも現地に入り復旧作業・

救援活動を行っていますが、埋もれた土砂の運び出しなどもっと多くのボランティアの派遣をとの声も寄せら

れています。県労連は、７月１０日第１２回幹事会で、九州豪雨災害救援募金を呼びかけることになりました。

北九州地区労連も、加盟組合の皆さんにボランティアの派遣や義援金を取組みます。 

第
一
交
通
労
働
組
合
、
第
一
交
通

を
ま
と
も
な
会
社
に
す
る
会
（
愛
知

県
名
古
屋
市
）
が
、
福
岡
県
労
連
を

通
し
て
、
タ
ク
シ
ー
の
安
全
、
安
心

を
脅
か
す
法
違
反
と
組
合
つ
ぶ
し
を

止
め
よ
と
北
九
州
市
に
あ
る
第
一
交

通
本
社
に
対
す
る
抗
議
・
要
請
行
動

を
６
月
３
０
日
に
行
い
た
い
と
連
絡

が
あ
り
、
北
九
州
地
区
労
連
は
、
自

治
労
全
国
一
般
福
岡
・
ユ
ニ
オ
ン
北

九
州
支
部
に
も
呼
び
か
け
。
小
倉
に

あ
る
、
第
一
交
通
産
業
本
社
に
対
し

て
の
要
請
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。 

「
第
一
交
通
を
ま
と
も
な
会
社
に

す
る
会
」
は
第
一
交
通
本
社
が
責
任

を
も
っ
て
対
応
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。
が
、
ど
こ
の
誰
と
も
わ
か
ら
な

い
人
物
が
立
ち
ふ
さ
が
っ
て
要
請
は

受
け
な
い
、
名
古
屋
で
話
せ
と
繰
り

返
し
ま
し
た
。
旦
過
市
場
で
の
宣
伝

に
は
車
を
宣
伝
カ
ー
の
後
ろ
に
ぴ
っ

組
合
つ
ぶ
し
や
労
働
法
無
視
、
労
働
者
い
じ
め
は
や
め
ろ
！ 

第
一
交
通
産
業
に
愛
知
の
仲
間
が
本
社
門
前
で
抗
議
行
動 

２０１７年 ７月２０日 北九州地区労連ニュースＮｏ．１２９号（２） 

北
九
州
市
に
本
社
の
あ
る
タ
ク
シ
ー
業
界
最
大
手
の
第
一
交
通
産
業
株
式
会
社
は
、
黒
土
始
社
長
（
現
会
長
）
が

１
９
８
０
年
代
か
ら
全
国
各
地
の
タ
ク
シ
ー
会
社
を
買
収
や
吸
収
合
併
し
て
、
１
５
６
社
、
従
業
員
数
は
１
万
５
０

０
０
人
と
な
り
全
国
に
展
開
す
る
タ
ク
シ
ー
グ
ル
ー
プ
で
の
業
界
最
大
手
で
す
。
そ
の
過
程
で
、
数
々
の
労
働
組
合

つ
ぶ
し
や
労
働
者
い
じ
め
が
お
こ
な
わ
れ
、
１
０
０
件
を
超
え
る
係
争
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。 

 

現
在
、
愛
知
県
内
で
は
、
２
０
０
１
年
に
旧
千
成
タ
ク
シ
ー
を
買
収
し
て
以
来
、
４
社
６
営
業
所
が
グ
ル
ー
プ
傘

下
と
な
り
、
嘘
と
暴
力
で
労
働
者
を
支
配
し
て
き
ま
し
た
。
最
賃
違
反
、
残
業
代
未
払
い
、
有
休
取
得
拒
否
、
労
働

災
害
隠
し
な
ど
数
え
た
ら
キ
リ
が
な
い
違
法
行
為
に
対
し
て
、
ま
と
も
な
職
場
を
つ
く
り
た
い
と
２
０
１
３
年
６
月

に
県
下
の
２
社
４
営
業
所
で
働
く
仲
間
で
第
一
交
通
労
働
組
合
を
結
成
し
、
労
働
基
準
法
違
反
を
は
じ
め
と
す
る

数
々
の
法
違
反
と
不
当
労
働
行
為
、
労
働
者
い
じ
め
に
対
し
、
裁
判
や
労
働
委
員
会
に
救
済
申
し
立
て
を
し
て
た
た

か
っ
て
い
ま
す
。 

 ボランティアの派遣については、地区労連事務局まで

申し出いただければ現地とも連絡を取り調整をさせてい

ただきます。 

 被災地救援の義援金については、郵便振り込みをご利

用ください。口座番号 01760 4 66090 加入者名

は、北九州地区労働組合総連合です。 

職場に回覧できるカンパ用紙については、別途加盟組

合あてに送付させていただきます。 

 各加盟組合のご協力をよろしくお願いします。 

九
州
の
仲
間
な
ど
２
０
人
を
超
え
る

労
働
者
が
参
加
し
、「
要
請
書
に
つ
い

て
は
手
渡
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
今
後
の
た
た
か
い
に
つ
な
が

る
大
き
な
成
果
を
得
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
た
た
か
い
に
役
立
た
せ
て
い

き
た
い
」、
と
愛
労
連
の
仲
間
は
述
べ

て
い
ま
し
た
。 

た
り
つ
け
、
十
人
ほ
ど
の
社
員
が
ビ

デ
オ
を
も
っ
て
監
視
を
続
け
ま
し

た
。 ま

た
小
倉
駅
前
、
旦
過
橋
で
宣
伝

行
動
を
行
い
ま
し
た
。
東
京
の
タ
ク

シ
ー
か
ら
も
支
援
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
行
動
に
は
、
愛
知
か
ら
参

加
し
た
６
人
を
含
め
、
北
九
州
地
区

労
連
、
福
岡
県
労
連
、
ユ
ニ
オ
ン
北

九
州
北
部
豪
雨
災
害
、 

被
災
地
、
被
災
者
救
援
活
動
、
義
援
金
に
ご
協
力
を
！ 被害者宅で、土砂を取り除く作業に 

頑張るボランティア 

第一タクシ本社に申し入れ書の受け 
取りを要請する愛労連の仲間 

第一タクシーは労働法守り、労働者 
いじめを止めろ～と抗議する要請団 
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７
月
１
１
日
多
く
の
国
民
が
反
対
し
、

廃
案
を
求
め
た
「
共
謀
罪
法
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。 

「
共
謀
罪
法
は
」、
６
月
１
５
日
早
朝
、

参
議
院
本
会
議
で
自
民
、
公
明
、
維
新
の

三
党
は
参
議
院
法
務
委
員
会
で
の
採
決

を
省
略
し
、
参
議
院
本
会
議
で
「
中
間
報

告
」
を
行
い
、
採
決
を
強
行
し
ま
し
た
。

こ
の
行
為
は
、
安
倍
自
公
政
権
に
よ
る
強

権
的
な
国
会
運
営
で
あ
り
、
議
会
制
民
主

主
義
を
破
壊
す
る
行
為
で
す
。 

「
共
謀
罪
」
は
、
国
民
が
相
談
し
た
り

行
事
の
計
画
を
し
た
り
す
る
行
為
さ
え

犯
罪
と
し
て
取
り
締
ま
る
こ
と
が
出
来

る
可
能
性
を
持
つ
法
律
で
あ
り
、
実
行
行

為
を
処
罰
の
対
象
と
す
る
、
日
本
の
刑
法

の
原
則
か
ら
逸
脱
し
、
ま
た
、
憲
法
が
保

障
す
る
、
「
内
心
の
自
由
」
を
侵
す
も
の

で
あ
り
、
絶
対
に
許
す
こ
と
が
出
来
な
い

違
憲
で
無
効
な
法
律
で
す
。
こ
の
法
律
は

６
月
２
１
日
に
公
布
さ
れ
、
７
月
１
１
日

に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
連
の
専
門

家
や
日
弁
連
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
な
ど

の
反
対
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

北
九
州
で
も
「
憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
」

「
平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
北
九
州
ネ
ッ

ト
」
な
ど
の
団
体
が
、
廃
止
を
求
め
て

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

次
々
と
暴
挙
を
重
ね
る
安
倍
政
権
に

た
い
し
て
、
国
民
の
批
判
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
森
友
学
園
問
題
、
加
計
学
園

問
題
な
ど
と
併
せ
、
急
速
に
内
閣
支
持

率
も
低
下
し
て
い
ま
す
。
自
民
党
が
歴

史
的
大
敗
を
期
し
た
東
京
都
議
選
、
そ

し
て
共
謀
罪
の
強
行
、
こ
れ
ら
に
対
す

る
反
対
運
動
を
今
度
こ
そ
安
倍
政
権
を

終
わ
ら
せ
る
大
き
な
第
１
歩
に
し
て
、

広
が
る
国
民
の
共
同
を
力
に
安
倍
政
権

を
追
い
込
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

「
共
謀
罪
」
の
廃
止
を 

求
め
て
宣
伝
行
動 

平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
北
九
州
ネ
ッ

ト
の
定
例
１
９
日
行
動
が
７
月
１
９
日

１
８
時
か
ら
小
倉
駅
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
で
行
わ
れ
、
約
８
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

今
回
の
主
役
は
「
女
性
」
と
い
う
こ
と

で
、
女
性
会
議
、
ふ
く
お
か
市
民
政
治
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
新
日
本
婦
人
の
会
の
３
団

体
が
参
加
し
、
安
倍
政
権
の
暴
走
を
止

め
、
共
謀
罪
を
廃
止
し
、
戦
争
法
を
廃
止

し
よ
う
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。
参
加
人
数

は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
主
要
な

女
性
団
体
が
一
堂
に
会
し
集
会
を
行
え

た
こ
と
は
、
北
九
州
で
の
協
同
が
大
い
に

進
ん
で
い
る
こ
と
を
し
め
す
有
意
義
な

集
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

     

                            

 

 

美味しいそうなサクランボ   

派遣期間制限「撤廃」狭まる正社員の道 

「雇用調整容易」経済界は歓迎 
 

クローズアップ２０１５ 
２０１５年５月１３日 

「共謀罪」絶対反対 浴衣姿で宣伝 

女性の会、新日本婦人の会、市民政治ネット
ワークの会など３つの女性団体がそろい踏み 

         

安倍なんかに私たちは負けないと 
元気一杯シュプレヒコール 

北九州地区労連 
第２９回定期大会が開かれます 

 
と き  ２０１７年 ９月１０日（日） 

     １０時開会（時間厳守） 

ところ  小倉北区 西部毎日会館 中ホール 

議 題 ① ２０１６年度経過報告 財政報告 

    ② ２０１７年度運動方針 予算（案） 

    ③ 当面のたたかい 

    ④ 新役員選出など 

「
福
島
原
発
被
ば
く
損
害
倍

書
裁
判
を
支
え
る
会
・
北
九

州
」
結
成
総
会
に
参
加 

共同代表に選ばれ挨拶をする道下事務局長 



 
 

              

労働法コラム  第４２回   
 

 
        

 

黒崎合同法律事務所 

平山 博久 弁護士 

 
                  

 黒崎合同法律事務所 

    平山 博久 弁護士 

合
に
は
、
労
働
契
約
の
内
容

は
、
そ
の
就
業
規
則
で
定
め

る
労
働
条
件
に
よ
る
も
の
と

す
る
（
労
働
契
約
法
７
条
）

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

（
４
） 

そ
れ
ぞ
れ
の
関
係 

 
 

 
 

 

効
力
の
強
さ
を
順
位
付

け
す
る
と
、
法
令
（
強
行
法

規
）〈
労
働
協
約
〉
就
業
規
則 

 
 

 

の
順
と
な
り
ま
す
。 

 

３ 

こ
の
よ
う
に
原
則
と
し
て
、
労
働

契
約
内
容
は
、
当
事
者
の
合
意
で

決
ま
る
も
の
の
、
様
々
な
法
令
、

労
働
協
約
、
就
業
規
則
な
ど
で
労

働
者
が
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
個
別
具
体
的
事
案
に
応
じ
て
、

ど
こ
ま
で
保
護
さ
れ
る
の
か
、
具

体
的
に
何
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
と
い
う
検
討
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
し
て
定
め
ら

れ
る
労
働
条
件
に
つ
い
て
、
使
用

者
は
、
明
示
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
（
労
働
基
準
法
１
５
条
、
同
施

行
規
則
５
条
）
。 

 
 

具
体
的
に
は
、
労
働
契
約
の
期
間

や
更
新
に
関
す
る
事
項
、
就
業
の

場
所
及
び
業
務
事
項
、
始
業
及
び

終
業
の
時
刻
、
所
定
労
働
時
間
を

超
え
る
労
働
の
有
無
、
休
憩
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
、
賃
金
の
決
定
、

計
算
及
び
支
払
の
方
法
、
賃
金
の

締
切
り
及
び
支
払
の
時
期
並
び
に

昇
給
、
退
職
に
関
す
る
事
項
（
解

雇
の
事
由
を
含
む
。） 

、
退
職
手

                             

                            

                             

                             

       
 

                      

２０１７年 ７月２０日 北九州地区労連ニュース Ｎｏ．１２９号（４） 

１ 

今
回
は
い
つ
も
と
少
し
違
う
角

度
か
ら
労
働
コ
ラ
ム
を
書
き
ま
し
た
。 

 

労
働
条
件
が
ど
う
や
っ
て
決
ま
る

の
か
、
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
労
働

契
約
内
容
で
決
ま
る
で
し
ょ
う
と
言

わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
し
、
い
や
就
業
規
則
で
決
ま
る
と

お
っ
し
ゃ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
今
回
は
、
労
働
条
件
を
定

め
る
際
の
基
準
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。 

 

２ 

ま
ず
、
端
的
な
回
答
と
し
て
は
、

労
働
条
件
は
、
契
約
当
事
者
の
合
意
で

決
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
合
意
内

容
は
無
制
約
で
は
な
く
、
法
令
、
就
業

規
則
、
労
働
協
約
に
よ
り
規
律
を
受
け

る
、
と
い
う
の
が
回
答
と
な
り
ま
す
。 

 

（
１
） 

法
令
に
よ
る
規
律 

 
 

 
 

 

労
働
基
準
法
、
雇
用
機
会

均
等
法
、
最
低
賃
金
法
、
労

働
安
全
衛
生
法
な
ど
の
労
働

者
保
護
法
規
に
よ
る
規
制
を

受
け
ま
す
。 

 
 

 
 

 

例
え
ば
、
労
基
法
で
定
め

る
労
働
条
件
基
準
は
最
低
基

準
で
あ
り
（
同
法
１
条
２

項
）、
労
基
法
に
達
し
な
い
労

働
条
件
を
定
め
る
労
働
契
約

は
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
無

効
と
な
り
、
無
効
と
な
る
部

分
に
つ
い
て
は
労
基
法
の
内

容
が
合
意
内
容
と
な
り
ま
す

（
同
法
１
３
条
）。
例
え
ば
残

業
の
割
増
賃
金
を
２
割
と
定

め
る
場
合
な
ど
で
す
。 

 

（
２
） 

労
働
協
約
に
よ
る
規
律 

 
 

 
 

 

労
働
協
約
（
労
働
組
合
と

使
用
者
又
は
そ
の
団
体
と
の

間
の
労
働
条
件
そ
の
他
に
関

し
て
、
書
面
に
作
成
し
、
両

当
事
者
が
署
名
し
、
又
は
記

名
押
印
し
た
書
面
で
す
）
の

適
用
が
あ
る
場
合
、
こ
の
条

件
に
違
反
す
る
労
働
契
約
は

部
分
は
無
効
と
な
り
、
無
効

部
分
に
つ
い
て
は
労
働
協
約

内
容
が
合
意
内
容
と
な
り
ま

す
（
労
組
法
１
６
条
） 

 

（
３
） 

就
業
規
則
に
よ
る
規
律 

 
 

 
 

 

労
働
契
約
で
個
別
合
意

が
な
さ
れ
な
か
っ
た
労
働
条

件
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
が

合
理
的
な
労
働
条
件
が
定
め

ら
れ
て
い
る
就
業
規
則
を
労

働
者
に
周
知
さ
せ
て
い
た
場

当
の
定
め
が
適
用
さ
れ
る
労
働
者
の

範
囲
、
退
職
手
当
の
決
定
、
計
算
及

び
支
払
の
方
法
並
び
に
退
職
手
当
の

支
払
の
時
期
に
関
す
る
事
項
な
ど
で

す
。
そ
の
他
に
も
細
か
く
決
ま
っ
て

い
る
の
で
、
ぜ
ひ
条
文
に
目
を
通
し

て
い
た
だ
き
、
把
握
し
て
い
な
い
事

項
が
あ
れ
ば
使
用
者
に
説
明
を
求
め

た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。 

は
、
口
外
禁
止
条
項
が
あ
る
た

め
公
表
出
来
ま
せ
ん
が
、
た
た

か
っ
て
き
た
４
人
の
組
合
員
に

と
っ
て
は
納
得
の
出
来
る
内
容

で
の
解
決
に
な
っ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
間
、
２
年
以
上

に
わ
た
る
裁
判
闘
争
の
期
間

中
、
た
く
さ
ん
の
署
名
や
裁
判

傍
聴
等
、
皆
さ
ま
か
ら
の
応
援

を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
無
事
に
終
結
す

る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

北
九
州
地
区
労
連
に
は
毎
日

の
よ
う
に
、
労
働
者
か
ら
の

様
々
な
労
働
問
題
の
相
談
が
あ

り
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
で
苦
し
む

労
働
者
の
救
済
を
目
的
に
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。 

引
き
続
き
の
皆
さ
ま
か
ら
の

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

東
洋
食
品
（
株
）
を
相
手

に
不
当
解
雇
撤
回
、
未
払
賃

金
の
支
払
い
請
求
を
し
て

た
た
か
っ
て
き
た
、
澤
山
組

合
員
他
３
人
へ
の
日
頃
か

ら
の
ご
支
援
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

澤
山
さ
ん
の
不
当
解
雇

は
、
職
場
復
帰
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
２
０
１
７
年

３
月
に
和
解
が
成
立
し
終

結
、
ま
た
他
３
人
の
組
合
員

の
未
払
い
賃
金
に
つ
い
て

は
２
０
１
７
年
７
月
１
１

日
に
結
審
と
な
り
ま
し
た

が
、
終
了
後
和
解
協
議
が
開

か
れ
和
解
が
成
立
し
ま
し

た
。 和

解
の
内
容
に
つ
い
て

和解成立後弁護士、原告で固い握手 


